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国交付金事業採択用地買収進む

県道蒲郡碧南線拡幅進行状況は

県
道
幸
田
幡
豆
線
、

上
六
栗
交
差
点
の
右

折
車
線
を
造
る
な
ど
の
、

改
良
工
事
の
予
定
は
。

同
区
内
の
県
道
整
備

事
業
完
了
後
の
事
業

化
を
目
指
し
て
い
る
が
、

時
期
は
未
定
。

県
道
幸
田
幡
豆
線
の

六
栗
か
ら
上
六
栗
交

差
点
ま
で
、
片
側
歩
道
の

延
長
は
出
来
な
い
か
。

家
屋
移
転
な
ど
が
あ

り
す
ぐ
に
は
難
し
い
。

　
新
た
に
、
上
六
栗
区
内

に
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
を
設
置

し
た
歩
道
を
造
る
計
画
が

あ
る
。認

定
こ
ど
も
園
付
近

に
、
押
し
ボ
タ
ン
式

信
号
機
付
き
横
断
歩
道
の

設
置
要
望
に
お
け
る
調
査

結
果
は
。

総
務
部
長
▼
要
望
場

所
で
横
断
し
た
人
は

ひ
と
り
だ
っ
た
の
で
、
六

栗
交
差
点
の
安
全
対
策
の

方
が
効
果
的
と
い
う
結
論

に
な
っ
た
。

自
転
車
の
歩
道
走
行

が
認
め
ら
れ
る
条
件

は
何
か
。

総
務
部
長
▼
道
路
標

示
が
あ
る
所
、
６
歳

か
ら
13
歳
未
満
の
者
、
70

歳
以
上
ま
た
は
身
体
障
が

い
者
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
道
路
状
況
な
ど
で

や
む
を
得
な
い
場
合
も
認

可
さ
れ
る
。

中
学
生
が
自
転
車
通

学
で
歩
道
を
走
行
し

て
い
る
が
、
法
令
違
反
か
。

13
歳
か
ら
15
歳
の
生

徒
は
原
則
禁
止
だ
が
、

道
路
走
行
上
が
危
険
な
場

合
は
認
め
ら
れ
る
。

道
路
交
通
法
に
問
題

な
け
れ
ば
、
六
栗
か

ら
上
六
栗
交
差
点
ま
で
の

県
道
で
、
歩
道
の
無
い
所

を
車
道
に
出
て
の
自
転
車

通
学
を
、
通
学
路
に
指
定

し
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長
▼
当
該
道

路
は
歩
道
も
な
く
、

路
側
帯
も
狭
く
交
通
量
が

多
い
。

　
生
徒
の
安
全
確
保
の
た

め
、
別
の
町
道
を
通
学
路

に
設
定
し
て
い
る
。

町
内
別
の
中
学
生
が

南
部
中
学
校
に
行
く

時
、
自
転
車
で
車
道
を
走

行
し
て
い
る
が
、
危
な
く

な
い
か
。

部
活
動
で
行
く
時
は
、

顧
問
の
先
生
な
ど
が

要
所
に
立
ち
安
全
確
認
を

し
て
い
る
。

南
中
生
が
自
転
車
で

車
道
を
走
行
す
る
場

合
、
地
元
の
人
が
安
全
確

保
の
見
守
り
を
す
れ
ば
、

通
学
路
と
し
て
認
め
る
か
。

見
守
る
人
達
の
負
担

と
万
が
一
の
事
故
を

考
え
る
と
適
切
で
は
な
い
。

　
悲
惨
な
交
通
事
故
で
、

楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
待
っ

て
い
る
子
ど
も
達
の
将
来

を
奪
っ
た
り
、
家
族
の
た

め
一
生
懸
命
働
い
て
い
る

若
い
人
の
人
生
を
狂
わ
せ

て
は
な
ら
な
い
。

　
事
故
防
止
に
向
け
た
施

策
を
問
う
。

豊
坂
学
区
か
ら
南
部

中
学
へ
の
通
学
路
の

安
全
対
策
は
、
ど
ん
な
事

が
行
わ
れ
た
か
。

建
設
部
長
▼
令
和
３

年
歩
道
設
置
事
業
や
、

令
和
５
年
の
歩
道
の
段
差

解
消
工
事
で
安
全
歩
行
の

確
保
を
し
た
。

　
引
続
き
歩
道
の
設
置
工

事
を
計
画
し
て
い
る
。

上
六
栗
の
県
道
蒲
郡

碧
南
線
、
道
路
拡
幅

工
事
の
進
行
状
況
は
。

令
和
４
年
度
、
国
の

交
付
金
事
業
に
採
択

さ
れ
、
更
な
る
前
進
が
期

待
さ
れ
る
。
用
地
取
得
に

県
と
協
力
し
て
い
く
。

拡幅が急がれる県道蒲郡碧南線

問答問答

問答問答

問答自
転
車
通
学
で
歩

道
走
行
は
違
反
か

道
路
状
況
危
険
な

場
合
は
走
行
可
能

問答

問答問答問

答問答

上六栗交差点を横断する南中生
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荻ほ場整備に田んぼダム設置を

地権者と収量等情報共有し検討
稲
い な

吉
よ し

 照
て る

夫
お

 議員

農
業
用
た
め
池
を
豪

雨
時
に
、
雨
水
調
整

に
活
用
で
き
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長
▼
洪

水
対
策
と
し
て
の
活

用
は
現
実
的
に
は
難
し
い
。

幸
田
荻
谷
土
地
区
画

整
理
事
業
が
進
行
し

て
い
る
。
道
路
等
浸
透
性

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
設
置
を
。

建
設
部
長
▼
歩
道
の

舗
装
に
透
水
性
舗
装

の
採
用
を
計
画
。

幸
田
荻
谷
土
地
区
画

整
理
事
業
に
は
商
業

施
設
や
住
宅
地
に
も
、
貯

水
槽
の
設
置
を
。

雨
水
対
策
の
取
り
組

み
の
働
き
か
け
を
検

討
。

荻
地
区
ほ
場
整
備
事

業
の
計
画
が
あ
る
。

田
ん
ぼ
ダ
ム
の
設
置
を
。

環
境
経
済
部
長
▼
農

家
の
手
間
、
収
量
、

品
質
等
懸
念
も
あ
り
、
地

権
者
と
情
報
共
有
し
検
討
。

　
幸
田
駅
前
土
地
区
画
整

理
事
業
は
完
了
し
た
。
幸

田
町
の
玄
関
に
ふ
さ
わ
し

い
駅
を
。

コ
ロ
ナ
前
と
現
在
の

幸
田
駅
利
用
者
数
は
。

企
画
部
長
▼
令
和
元

年
度
は
４
２
１
５
人
、

４
年
度
は
３
４
５
７
人
と

減
少
。快

速
電
車
の
常
時
停

車
を
要
望
。

Ｊ
Ｒ
東
海
に
依
頼
。

ダ
イ
ヤ
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
等
で
考
慮
と
の
こ
と
。

平
成
29
年
か
ら
駅
員

が
常
駐
し
て
い
な
い

が
、
苦
情
等
は
無
い
か
。

苦
情
は
無
く
、
集
中

旅
客
サ
ー
ビ
ス
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
伴
う
苦
情

も
な
い
。

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の

雨
よ
け
屋
根
の
延
長

を
。

継
続
し
て
要
望
す
る
。

駅
舎
を
橋
上
化
し
、

東
西
を
自
由
通
路
で

結
ぶ
計
画
の
進
展
は
。

高
額
の
投
資
が
必
要

で
、
駅
舎
の
仕
様
、

手
法
、
費
用
負
担
等
、
具

体
的
に
は
進
ん
で
い
な
い
。

朝
の
通
勤
時
間
帯
に

駅
前
交
差
点
か
ら
仲

田
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
入
口
ま

で
の
渋
滞
解
消
は
。

建
設
部
長
▼
交
差
点

が
Ｊ
Ｒ
、
新
幹
線
高

架
橋
と
重
な
り
、
地
形
的

に
右
折
帯
が
出
来
な
い
。

　
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
以
外
の

ル
ー
ト
誘
導
を
。

　
全
国
各
地
で
線
状
降
水

帯
に
よ
る
豪
雨
で
、
水
害

が
多
く
発
生
し
て
い
る
。

我
が
町
は
大
丈
夫
か
、
治

水
対
策
を
問
う
。

菱
池
遊
水
地
の
設
定

降
雨
量
は
時
間
、
一

日
当
た
り
何
㎜
か
。

建
設
部
長
▼
時
間
降

雨
量
39
㎜
、
24
時
間

降
雨
量
２
０
２
㎜
。

六
栗
地
域
で
の
冠
水

は
排
水
機
の
能
力
が

不
足
で
は
。

環
境
経
済
部
長
▼
設

置
後
40
年
以
上
経
過

し
機
能
低
下
の
懸
念
あ
る
。

　
河
川
へ
の
排
水
量
制
限

で
、
能
力
ア
ッ
プ
は
無
理
。

豪
雨
時
に
、
道
路
が

冠
水
す
る
地
域
の
、

二
次
災
害
を
防
ぐ
た
め
の

安
全
対
策
は
。

建
設
部
長
▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
に
よ
り
状
況
の
周

知
を
行
え
る
よ
う
研
究
。

問答問答問答

問答問答

問答問答

幸
田
駅
舎
橋
上
化

計
画
の
進
展
は

仕
様
・
手
法
具
体

的
に
進
ん
で
な
い

問答問答問

答問答問答問答

※

田んぼダムしくみの模型（新潟県見附市）

【
※
田
ん
ぼ
ダ
ム
と
は
】

　

大
雨
の
時
、田
ん
ぼ
の

排
水
量
を
抑
制
し
、一
時
的

に
水
を
た
め
る
し
く
み
。

幸田町議会だより　No.191      2024. 1. 25発行11


